
山田みやこの活動報告

令和元年5月25日(土)

NPO法人だいじょうぶを訪問

虐待や貧困、親の病気など様々な理由で家で安心し

て暮らすことのできない子ども達とその家族に寄り

添い支えている。すべての子ども達が生まれや環境

に左右されず他者との関わりの中で成長できるよう、

出会う子ども達のニーズに合わせて活動を生み出し

てきた。日光市との協働で取り組む相談事業を中心

にそれぞれのケースに合わせて様々な支援を組み合

わせて提供している。

虐待を受けた子どものショートステイ・育児・家事

訪問支援を始め、日光市の家庭児童相談室の相談事

業を受託。

そして、母子の居場所「your placeひだまり」を開

所。2014年に第2母子の居場所「高徳ひだまり」を

開所。この動きを手本に県全体へ「子どもの居場

所」づくり事業が広がった。

更に新規事業として、週1回の高校生の居場所「の

んびりカフェ」を始めた。広い年齢層の子ども達に

サードプレイス(家・学校以外の居場所＝心の拠り

所)を提供。

もう一つの研究政策提言事業として、子どもを虐待

してしまう親の回復プログラム「MY TREEペアレ

ンツ・プログラム」を行っている。

「虐待してしまう親」の多くはこれまで人として尊

重されてこなかった痛みや悲しみ、心の傷を抱え、

孤立した子育てなど過酷な状況の中で、痛みや悲し

み心の傷を暴言や放置、暴力などの「怒り」の形で

子どもに向けてしまっている方たちと言える。

「怒り」の背景にある痛みや悲しみ、心の傷に目を

向け回復を促し、自分自身を大切にできるようにな

ることで子どもへの「怒り」の爆発を減らしていく

というプログラムを7年間継続している。(年間13回

連続講座)



プログラムに参加した方の声

・子どもに対する接し方、自分をケアする大切さ。

過去の自分を癒してあげる大切さ等たくさんの事を

教わり、私にとっては大きな糧になりました。

私は誓います。子どもを叩きません。私は私の感情

とコントロールできるようになるための努力を続け

ます。

子どもを救うには親への支援が必要です。子どもに

とってはどんなことがあっても親が一番なんです。

虐待は親が責められるのは仕方ありませんが、周り

の大人が積極的に関わるなら、困ったときにSOSが

出せるようになるのではないでしょうか。

またNPO法人だいじょうぶは日光市の家庭児童相談

業務と連携し協働に踏み出したことが何といっても

素晴らしいです。活動の信頼関係がしっかりと出来

てきたからです。この動きが他市町に拡大できるこ

とを期待します。


